
町立西和賀さわうち病院
『病院まつり』

総看護師長 佐々木 真須子

10月15日、新病院移転3周年の記念行事と
して、町立西和賀さわうち病院の初となる『病
院まつり』を開催致しました。
この企画は町の「健康づくり」の取り組みと

もタイアップし、午前中は病院まつり、午後は
場所を銀河ホールに移動して健康まつりを開催
する2部構成で実施されました。
病院まつりでは部門の業務紹介、各専門分野

のイベント、医療機器の説明、ＢＬＳ指導、リ
ハビリ機器の体験メニューなどを盛り込み、パ
ネル展示や実践コーナーも設置致しました。ま
た業者の協力も得て、タブレット端末の活用に
よる認知症予防トレーニングが企画され多くの
方々が興味を持って楽しんでおりました。
当日は病院ボランティアの方々からも応援を

頂き、見学者数人毎に説明者を配置し、質問に
応じながらの案内に来場者からも大変好評を頂
きました。
自由な見学コースの他、一般病室・特別室な

ど入院環境を公開し、自身や家族の入院時の参
考にもして頂けるよう、更には寝たきり患者さ
んの入浴装置の体験なども行い、普段目にする
事のない部分を改めて町民の皆様に知っていた
だく機会となりました。
当院では歯科も併設されており、技工士の作

業などを紹介する機会にもなりました。新築移
転時は町民公開がされましたが、公開時に見学
できなかった方、開院後の状況を改めて知った
方々など、患者さんの視点、家族の視点で来場
して下さった方々も多いと感じました。
そしてワークステーションから減塩弁当の販

売があり、売れ残りの心配もよそに完売した結
果となり、皆が笑顔となった半日でした。
来場者アンケートからは「この様な機会が

あって参考になった」「初めて病院内や検査機
器等をみた」「楽しい企画だった、また来た
い」などのご意見を頂き、一定の成果を得て第
1回『病院まつり』は無事終了致しました。
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平成29年度岩手県立中部病院地域医療研修
成果報告会が11月27日に病院大会議室で開
催されました。当院の研修医教育担当である
伊藤潤内科医長による司会のもと、7名の発表
では、高齢者の入院や外来管理に加え、保健
や介護を含めた地域病院の日常業務、在宅や
施設退院に向けた生活復帰支援、小規模なら
ではのチーム医療、豊かな自然や夏祭りなど
地域との触れあいなど、充実した1ヵ月間の経
験が報告されておりました。「これからは中
部病院で紹介患者さんを受ける時には優しく
対応したい」という発言もあり、拍手が上が
りました。 中部病院からは遠藤秀彦院長はじ
め、医師６名、研修医17名、事務局３名と多
数が参加してくれました。閉会の挨拶で、小
山田尚医療研修科長から、「研修医がさわう
ち病院から帰ってくると一回り大きくなって
いる」と、嬉しいコメントがありました。迎
える我々は、細井町長はじめ50名程が参加し、
打ち上げの親睦会は、手造りの郷土料理のお
もてなしで、大いに盛り上がりました。同じ
中部圏域の基幹病院である中部病院には救急
や高度医療で大変お世話になっており、地域
医療研修という機会で交流が出来ることは大
変貴重なことであります。当院はこれからも
研修医教育にできる限り協力していきます。

平成29年度岩手県立中部病院地域医療研修成果報告会

院長 北村 道彦

中部病院の遠藤院長より開会の挨拶。
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北村院長より7名の発表者に修了証書
が手渡されました。

編集後記
師走の12月 は、まさに字の如く月日が走り去るように過ぎていきま

す。毎年この時節はどこの施設も混んでおり、連携室では退院調整に難
渋しています。来年もよろしくお願いします。

細井町長(中央）を囲んで記念写真。


